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はじめに



地域人文化学研究所
→団体名：地域＋人＋人文（生活）＋文化 の

化学反応を起こす研究所（場）

2013年6月8日設立

地域資源を活かした面白い活動を展開し、

「とよた」らしい魅力が光る地域づくりを行う

（地域をオモシロクするコトを企む）

詳しくはWebで→ https://catalyst-r.com/





「寿ゞ家再生プロジェクト」

足助の町並みで、
旧料亭の建物を再生し、
新たな価値を創り出す。
それが、
「寿ゞ家再生プロジェクト」 寿

ただし、
いまだに遠い彼岸を目指して手漕ぎボートで向かう途中



・重要伝統的建造物群保存地区
（愛知県下初）

・多様な顔を持つ美しさ

・生活感がある愛おしさ

・個性的な人たちの巣窟

足助の町並み
と

寿ゞ家



寿
ゞ
家
改
修
前
の
様
子





改修前
立面図

断面図

本館：木造瓦葺き・一部ＲＣ、地上２階・地下１階
新館：木造瓦葺き、地上２階



改修前平面図

区画数：約２０
延べ床面積：約３００㎡

本館

新館

地下 1階 ２階

1階 ２階

屋上庭園

屋上庭園



華やかなりし頃



足助の人たちの
「想い出」の場



それから幾星霜（プロジェクト開始時の状態）



ついでに、建物の傷みも見た目より
ずっとひどい状態だった・・・

野良猫の棲み処かお化け屋敷



寿ゞ家再生プロジェクトの概要

•足助の町並みが「住み継」がれている：町並みの魅力を楽しむ暮らしの継続と発展

理念（どのような姿を実現したいのか）

•町並みでの新たな暮らしづくりの提案

•何らかの化学反応、新陳代謝の促進

目的・目標（何を指標とするのか）

•地域内外の人が集う「場」づくりと、その時々に合わせた機能の展開

手段（何をするのか）

•寿ゞ家および周辺の再生と活用

方法（どのように行うのか）

•義理と人情、ご縁＋？

理由（なぜ行うのか）



義理と人情
足助の町並みの保存と活用を仕掛け

足助の町の方々と重要伝統的建造物群保存地区選定へ

ご縁

+？

【まずは理由】
再生プロジェクトに至る経緯／なぜ寿ゞ家だったのか？

 「空き家」の問題

 動かない不動産

 制度の運用と住民の生活

 公共と住民の間

 暮らしの継続

◼ 景観整備の実証実験

◼ 地域内外の交流の場

◼ 修繕による建物維持

◼ 新しい使い方を提案

◼ 足助の物語りを紡ぐ

足助まちづくり宣言の具体化見えていた町並み保存の課題



まずは、

→ ヒトが寄れるようにする。

モノを活かす。

コトが起こせるようにする。

化学反応を起こす場所／「まちの縁側」をつくる！

• 建物の再生（修繕）と、地蔵小路を含む周辺の環境整備

• まちづくりに関心のある住民及び外部の人たちとの交流の場づくり

• 町の外からの来訪者を得られるような催事の展開

これまでの寿ゞ家再生プロジェクト

【方法と手段】



課 題

構造は頼りない。
給排水設備もない。

作業のあてになる人もいない。
資金もない。

・・・数え上げればきりがない。

それでも、

挑 戦

ここにあるモノの存在意義を
いかに面白くするか、
楽しんでもらえるか。

ここから新たな価値を生み出す。
カセギを作る。



各種整備活動



整備実績例（寿ゞ家南庭）



催事／
交流／
利用



事業展開／実験



足助ゴエンナーレ（Ｈ26～Ｈ30）



地

蔵

小

路

小
路
苑南庭

街道筋（本通り）

地
蔵
堂

一
隅
舎

寿
ゞ
家

地蔵小路占用許可

小公園整備・開放

一隅舎整備・管理

点から線へ活動はつながる。

成果・影響・波及



有形無形の効果

アートなんてあんなものか

おまんにだったら抱かれてもいい

僕は夢を見ている。

子どもたちが大きくなった時、早く
引退してくれと言われたい



「足助をどり」



寿ゞ家改修工事前



【目的・目標】
「場づくり」＝化学反応の器づくり

集まる

たくらむ

稼ぐ

・・・

楽しむ

交流する

場
（寿ゞ家）



新たな【手段・方法】

現在の寿ゞ家再生プロジェクト

環境変化

建物所有

活動の展開

本館改修工事

第１期工事

第２期工事



活動の展開（点→線→面）

寿ゞ家（点）

建物の保存と活
用

一隅舎・小路苑
（線）

隣接する小路や
建物等の活用

東の園（区画）

機能分化、協業

本町町内（区域）

他の主体との協
力関係

町並み（全域）

必要に応じて複
数の主体による
機能調整

現段階



旧
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場
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地蔵小路

一隅舎

空
き
家

「まちの機能」⇒面への展開を見据えて

小路苑

国
重
文

紙
屋

「まちの縁側」の
機能も

継承しつつ・・・

宿泊、喫茶

長期滞在
宿泊施設

シェアオフィス、
貸事務所or

大規模催事場

駐車場、

「コムス」等
シュエアライド
結節点

マ
ン
リ
ン
小
路子どもや

高齢者が

安心して過ごせ
る場所として

次世代に町並みの
魅力を伝えられる場

として



注）画像はwebで
拾ったもので、
あくまでも単なるイ
メージです。

計画段階
の内部
イメージ

「まちの縁側」から良質な遊び人（子ども含む）が
足助の町並みをより楽しむための場「遊郭」へ進化



【寿ゞ家主人としてのささやかな願望】

ここで遊ぶ人たちの夢に添寝（触媒）

それでも、一つずつ進化

アイデアと愛は溢れるほどあるけれど、
資金はない！力もない！

面白いこと、まずはやってみよう！

巷間にて、交歓！・交感！！

寿ゞ家 ⇒ 大人の遊び場「遊郭」化

第１期工事：水回りとトイレの整備・構造補強
第2期工事：本館屋根の葺き替えなど

その後の整備と活用も



脆弱な構造

とは言え、最低限お客様が、安心安全に
過ごしていただけるようにしなければ。。。



第１期工事

工期：平成３１年４月～令和２年２月

内容：本館の上下水道とトイレの整備・構造補強

費用：約２,１００万円

うち補助金額：約１,２００万円

クラウドファンディング調達：約３００万円



•トイレの整備

•上下水道の整備

•建物がこれ以上傷まないようにする工夫

●子どもや高齢者も、安心して、長時間、寿ゞ家の上質な
空間と催事などを、ゆっくり楽しめるようにする。

●次世代に町並みの魅力を伝えられる場として、多様な
活用の方法を試すことができる素地。

必要な機能を得るためには、
これまでの修繕とは異なる飛躍が必要！



立面図

断面図

脆弱な構造部分を撤去しないことには、
構造の補修も水回りの整備もできない。

給排水の整備 ＝
建物の機能配置・構造に直結



平面図

本館周りの鉄筋コンクリート造、
増築部分の減築

解体部分：約４０㎡（全体の１３％）

本館

新館

地下 1階 ２階

1階 ２階



外観は、重伝建の町並みとして整える。



水回りの整備と、新たな場づくり

トイレ

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

厨房・
飲食

庭

庭

多目的室本館

新館

地下 1階

1階 ２階















第２期工事

工期：令和２年４月～令和２年１２月

内容：本館屋根の葺き替え

費用：約１,２００万円

うち補助金額：約８００万円















今後の工事予定

塀、外構工事：重伝建の制度に沿って町並み整備

内装工事：本館地階に飲食場所・厨房整備

新館内部改修

新館修理：構造、屋根補修、上下水道、電気等整備

その他：隣接地や地蔵小路の整備など

おそらく終わりのない整備・・・



やればやるだけ出てくる課題（笑）

画像：提出書類の山（補助申請）

文化財の保存と活用のバランス

寿ゞ家のデザイン挑戦。これからの修理・修景を考える

文化財部局との調整、施主との調整、

課題と挑戦



建造物の活用の課題

機能デザイン



申請者（住民）

足助町並み景観相談会

文化財課
足助分室

足助支所

① 事前相談

② 議案提出・
相談

③ 承認・
助言

④ 現状変更許可申請・
補助金申請

⑤ 許可・
補助金交付

（補助行為指導）

同席

足助の町並み：重伝建の景観保全の仕組み

学識経験者、地域住民、
建築関係者（設計士）



仕様デザイン







事業デザイン（手法等）



町並みにおける寿ゞ家の機能

廃墟からの復活

町の縁側

遊郭

多様な

機能展開

新たな

暮らしづくり

窓口

現段階



中・長期目標

活動開始

建物の修繕と活用

「まちの縁側」化

「遊郭」化

多様な機能展開

当面の活動資金

＋事業運営費・維持管理

＋建物の整備・改修費用

＋管理運営・機能改善・・・

現段階



事業を回していくためには



世の中を面白くするのは誰か？

人を巻き込む？ 場に巻き込まれる？

場の獲得：人の信頼を得ることから

結局：そのひと・あのヒト・この人、次第

動き続ければ
自ずとつながる広がる変化する。
（一歩踏み出すには能天気・楽観的に）

活動の継続：課題はどこも同じ

人・資金・物（対象、場所）

どうしても辛くなったら止めることも想定しておく。
ただし、他人に迷惑かけないようにけじめはつける。



事業運営と資金調達・・・

会費

内部寄付

事業収入

外部寄付

補助・助成金

自己資金

内部寄付：

運営関係者から
の寄付

所有者個人負担
を含む

ここの拡充
が課題

関係者以外の寄付
（単発・継続）

クラウドファンディング等を含む

事業費

資金調達
・事業費と資金の差を埋めるためには？

・安定的な資金調達のためには？

事
業
収
入

外
部
寄
付

補助・助成金

あればいいけれど、

常に「あて」にはでき
ない



自己負担を前提に様々な制度を利用

・豊田市「わくわく事業」：まちづくり助成金

・豊田市「デカスプロジェクト」：公募型文化事業

・国：文化庁委託制度：受託事業としての活動

・クラウドファンディング：自主事業

・国・市：重伝建制度補助金：文化財制度

・・・など



＝ 事業の形態と「お金の流れ」の最適化

→ クラウドファンディングは万能？

→ 安定的な収入：何を主軸にするのか？

「補助」は必須ではないけれど、
巨額な改修費用は個人負担のみでは難しい。

⇒ 資金調達の工夫・組み合わせは必要



解体工事の資金調達のため、
「クラウドファンディング」に挑戦・成功

この資金調達の不調＝寿ゞ家再生プロジェクトの不支持＝改修不要



クラウドファンディングへの挑戦自体、
実は、寿ゞ家のためだけでなく、

次の足助の町並み保存活用への布石。

返礼品として、足助屋敷の職人たちとのコラボ新製品も

「足助」を一緒に売る。
新産品の企画



クラウドファンディング、寄付金、事業収入

成功するかどうか、いつまで続くか不明

助成金、補助金、受託事業・・・

使途の限定、制度がいつまであるか・採択さ

れるか不安定

応援（気持ち）と支援（支払い）の間には

大きな壁（溝）がある。

その壁（溝）を越えてもらうには、

事業・活動や人・団体に対する

共感・親密感・お得感（満足感）の醸成が不可欠



できること

やりたいこと もとめられること

共感が生まれる重なり できることを
少しずつ広げて、

共感の重なりを多くし
ていく。

それが自らと周囲の
課題解決にもつなが
るのでは？
（でも無理はしない）

まとめに代えて



そして、
寿ゞ家再生プロジェクトの挑戦は

まだまだ続きます！

・資金調達の安定化への挑戦

クラウドファンディング再度実施予定（近々）

・新たな（未知の）事業運営への挑戦

地蔵小路エリアからの持続的活動展開

・Withコロナ時代への挑戦、その他

その時々への柔軟な対応



足助にお越しの際には、気楽にお立ち寄りください。

寿ゞ家再生プロジェクトの挑戦！
ご参加・ご協力のほど、

是非よろしくお願いいたします。


